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SDGs 各種産業分野でのファインバブル技術の社会実装化事例
テーマ：酸素UFBによる貧酸素海域の改善と養殖場の保全へのファインバブル技術応用

■企業名称  株式会社ワイビーエム FB事業開発部  https://www.ybm.jp/

■お問合せ先 担当者  宇川岳史  tukawa@ybm.jp

畜産排水処理施設

畜産排水の高度処理施設運用が要望される中で、再生水利用による水資源の有効利用が求められる

状況となっている。

近年、各種排水処理水の再利用（３R)が提唱されており、水資源の有効利用が重要な要素になりつつ

ある中で、最終工程に残存する着色、臭気、一般生菌などを除去する必要があり、オゾンUFBシステムで

の対策を考慮した。

オゾンUFBによる効率的な脱色と脱臭並びに一般生菌の抑制は、オゾンの溶解性及び反応性の良さが

ポイントである。これによりオゾン使用量や設備コストを低く抑えることがでる。

UFB発生装置はキャビテーション方式（非加圧）を選定している。フォームジェット

システム構成は、PSAオゾナイザー,UFB発生装置、制御機器などである。

■年間使用水量 約5500m3/年の再生利用

■CO2排出削減量 約16.5t/年


